






















































































































部円である第 1部門と、発展部円である第 2部門が存在する。 (1)式と、 (2)式は





Eは自然、対数の底であり、また下付の 1、2はそれぞれ第 l部門主第 2部門を、
tは t時点における値であることを示している。 (3)式は仮定 3を表し、賃金
W1が成長率rで上昇することを示している(ただし、 Wは日時点における賃金水








致することを前提としている O したがって、この命題 lは「ボーモルの病」の
4命題のうち最も著名な、停滞部門によって生産される生産物の価格騰貴に関
する命題である。これは次のようにして容易に示される O 両部門の生産物 l単
位あたりの費用をそれぞれ Cj、C2とすると、両生産物の平均費用および、そ
の比率は、次の 3つの式で、表される。
C1t= WtL1t/Ylt= Wert L1t/αL1t= Wert/α 
C2tニWtL2t/Y2t=Wert L2t/bL2teげニW/b





































































出典)Bradford (1969). Figure. 2. Figure. 3より作成(一部加筆)。
3.1 批判命題2の解釈について
次節で見るように以後のボーモルの主張に最も大きな影響を与えたのは、














は、 PP(t)から PP(t')へのフロンテイアの拡大)による相対価格の下落でゐる O 第l
財の価格が上昇するのは、賃金の上昇が引き起こすコストプッシュ・インフレ





















Lynch and Redman (1968)、Keren(1972)の批判も、表現は異なるものの、


















































出典)Bradford (1969)， Figure. 2， Figure. 3より作成(一部加筆)。









































































(77 ) 176 
の展開を提示することは紙幅の制約により不可能であるが、重要なことは、こ
のモデルにおいても Baumol(1967)で得られた結果は全く変更されていないと
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注
(1) 池上(1998)参照。




(4) Delaunay and Gadrey (1992)は、 Baumol(1967) を、 1965~75年のサーピス経
i斉に関する刊行物の中でもっとも有名なものとしているが、それが標準的な参照
文献となったことは、その単純さと明快さに負うところが大きいとしている。

















サーピス経済論でも主流になりつつあることが、 Delaunayand Cadrey (1992) 
によって指摘されている(第6章)。例えば、 Giariniand Stahel (1993)第2章を
参照されたい。
(11) Baumol and Oates (1972)， p.51. 





(14) Baumol (1996)， p.201. 
(15) Baumol (1996)， p.203目
(16) この点については、拙稿(2001)において詳細に検討している。
(17) 能勢(1986)、横山(1995)、Skolka(1977)、Spamm(1977)を参照。
(18) Baumol (1996)， p.204. 
(19) Baumol (1993)， p.27. 
(20) Baumol (1996)， p.204. 
(21) Baumol (1996)， p.203. 
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